





















させたもの（硬化群）と練和直後のもの（練和群）を試料とし，実験動物には 6 週齢の雌 SD 系ラット 40
匹を使用した．ラット脛骨に各試料を埋入後，2 週及び 4 週後に脛骨の摘出を行った．摘出した脛骨は通
法に従い連続切片を作製し H-E 染色を行った．FE-EPMA による分析では，直径高さ約 1mm の円柱形に成形
した後完全硬化させたものを埋入後に，2 週及び 4 週後に脛骨の摘出を行った後，固定，脱水後にエポキ
シ樹脂にてレジン包埋を行った．埋入したシーラーが脛骨骨髄内に確認できるようになるまで研磨を行っ
た後，カーボン蒸着を行い加速電圧 15.0Kv の条件下で元素のカラーマップ分析を行った． 
練和群，硬化群共に SP100 ではシーラー周囲に骨形成は認められたが，SP0 では骨形成はわずかであった．
FE-EPMA による分析ではシーラー周囲組織への Sr の分布は認められなかったが，シーラー粒子に接した骨





的とし、組織化学的に検討を行ったものである。Sr を徐放する S-PRG フィラー含有量の差で脛骨骨髄内の
骨形成量に違いが認められた。 S-PRG フィラー含有シーラーが臨床応用されるにあたり、この結果は重要
かつ意義のあるものと考えられる。 
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